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平成18年度第 1回（通算

21回）の国立病院機構熊本

医療センター開放型病院運

営協議会が平成18年7月12

日 （水）午後7時より地域

医療研修センター会議室に

て開催されました。医師会

からは熊本市医師会会長で

福田調委員長のご挨拶 当開放型病院運営協議会委

員長の福田桐先生、熊本市

医師会理事の田中英一委員、新たに委員になられた清

田武俊先生、竹下一幸先生にご出席頂きました。当院

からは委員 4名と事務部、看護部より出席しました。

まず院長が日頃よりご指導頂いている医師会長はじ

め医師会委員の先生方にお礼を述べ、病院の現状を報

告致しました。続いて福田委員長より診療点数改定、

医療制度改革などで医療経済が厳しくなる中、医療連

携こそがこの困難な時期を乗り切る本道であるとのご

挨拶を頂きました。

議事では、事務局より、登録医数、最近の訪問医師

数、訪問回数、共同指導算定実績、「くまびょうニュー
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ス」の発行状況、第20回開放型病院連絡会（平成18年

2月13日）の出席者数などが報告され、訪問されても

共同指導算定をされない先生方の数を把握するようご

指摘がありました。

ついで第21回開放型病院連絡会の開催について協議さ

れ、平成18年9月11日（月）午後7時よりくまもと県民

交流館パレアで開催することが決定しました。内容は、

パレアホールで、の総会で、福田運営協議会会長のご挨拶、

症例呈示、登録医の先生方に意見を述べて頂く「パネノレ

ディスカッション」を行い、その後、会場を鶴屋ホール

に移して懇親会を行うことをご承認頂きました。当初午

後6時30分開始と計画していましたが、開業の先生方に

は早すぎるとの意見があり午後7時開始となりました。

パネルディスカッションは「病診・病々連携」を中心に

ディスカッションして頂くことになりました。

多数の先生方に開放型病院連絡会にご参加頂きます

ようお願し、致します。

これからも病診・病々連携を推進し、地域医療に貢

献できるように努めてまいります。今後とも宜しくご

指導賜りますようお願し、申し上げます。

（副院長池井聴）

第21回国立病院機構熊本医療センター開放型病院連絡会が下記の要領で開催されます。多数の御参加をお待ち致

します。

日時

場所

内容

平成18年9月11日（月） 19時～21時

干8608554 熊本市手取本町8-9テ卜リ ア熊本ビルくまもと県民交流館パレア

TEL 096-355 4300 （代〉
1.開放型病院連絡会総会 (10階ノfレアホール）

1 ）紹介症例の呈示 2）ノfネルディスカッション「病診 ・病々連携の在り方」

2.懇親会（ 7階 鶴屋ホーノレ）懇親会の会費5,000円は、当日受付で申し受けます。

なお、当日会場にて新規登録医の申請もできます。登録医証（裏面2ページを参照下さい。）の発行をご希望の

先生は、会場で写真撮影を実施させて頂きます。また、施設見学（MRI、マルチCT、ガンマカメラ、心血管造影

室、その他）をご希望の先生は、 18時30分までに病院玄関にお集まり願います。見学終了後、タクシーにて連絡会

会場までご案内致します。なお、お車でご出席される先生方は、当院専用駐車場 （城内プール跡地）もご利用でき

ます。その場合、必ず駐車券を会場にお持ち下さるようお願し、致します。

【参加申込先】 国立病院機構熊本医療センター管理課（担当：西田、上園）

〒860-0008熊本市二のタ15 TEL 096 353-6501 （内線390)
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「開業医の強い味方j

医法）社団仁風会

比企病院

院長比企 裕 .t

6月始めに一通の手紙が届き、聞けてみると

「く まびょう ニュース」の執筆依頼でした。

どうして自分に依頼が来るのか、間違いでは

ないかと思いましたが、何を書いてもいいと書

いてありましたので、断る理由もなく 、勝手気

ままに書くことにしました。

そういえば、私が当時国立熊本病院で働いて

いたのは、もう 8年程前の こと です。

当時の先輩の先生方やスタ ッフの事を懐かし

く思い出しました。

しかし、現在の国立病院機構熊本医療センター

（以下国立）との関係は、円、つも大変お世話に

なっております。先ほどお電話にてご相談申し

上げた患者さんについて…。 この度は無理なお

願し、を聞き入れて頂き大変有難うございます。」

とこちらからのお願L、ばかりです。我々開業医

は、慢性疾患を持つ高齢の患者さ んを多く受け

持っておりますが、 急性炎症性疾患が発生した

とき、 高次医療機関病院に受け入れてもらうの

がなかなか難しいのが現状です。

そんな中、 国立は素早い対応で引き受けても

らえ大変感謝しています。

先日、久 し振りに国立を訪れましたが、さ す

がに私が働いていた当時を知ってるスタッフは

一人も いませんでした。

当時は、暗くて何となく古い感じの病院でし

たが、すっか りきれいで明るくなっ ており、も

うすぐ電子カルテ に用いられるのであろうディ

スプレーがナ ースステ ーションに並んでいる姿

を見て、着実に進化しているな と感心してしま

いました。

今後さらに国立が発展することを願いつつも、

今までと同様、我々開業医が安心して医療を行

える強い味方で在り続けて頂きたいと思います。

国立病院機構熊恵医療センヲー開放型病院登録医証の発行について
登録医証は、共同指導の際に名札としてご利用頂けます。発行をご希望の先生は、管理課庶務係 （TEL096-
353 6501 内線390）までお申し込み下さいますようご案内致します。

写真は時間内であれば当院内で撮影できますし、縦4cm×横3cmで顔全体が写っているものをお持ち頂
いても結構です。

また、駐車場については、玄関前駐車場ゲートにて駐車券をお取り頂き、 0番窓口（時間内）又は、時間
外受付（時間外）にお申し出頂ければ、無料の手続きを致します。

開放型病院登録医証

00  0医師会

熊本太郎

平成18年1月1日交付
目立病院機構熊本医療センター

( 2) 

1. 国立病院機構熊本医療センターで診療を行う場

合は、この証を持参し名札として着用下さし、。

2.駐車場を利用される場合は、この読を駐車場入

口で提示して下さL、。

3. この証の記載事項に変更があったときは速やか

に届け出て下さい。

4.この証の有効期限は3年間と致します。
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診鼠：穂組合（2)

河野文夫

内科一般、白血病、リンバ腫、

貧血、出血傾向、腰原病
日本内科学会指導医

日本内科学会認定医

日本血液学会指導医

日本血液学会専門医

日本臨床腫蕩学会暫定指導医

インフ ェク ションコントローノレドクター

外国人医師臨床修練指導医

熊本大学医学部臨床教授

エジプトスエズ運河大学医学部客員教授

清川哲志

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、 腰原病、移植医療

日本内科学会指導医

外国人医師臨床修練指導医

熊本大学医学部臨床教授

日高道弘

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療

日本内科学会指導医

日本内科学会専門医

日本血液学会指導医

日本血液学会専門医

外国人医師臨床修練指導医

感覚器センター

耳鼻咽喉科

羽馬宏
いち

7月より、前任の小山田の代わりに参りました羽

馬宏ーと申します。横浜出身ですが、大学より熊本

にやってきでは年目です。耳鼻科の同期が多かった

( 3) 

特色

熊本県で唯一、骨髄パンク、瞬帯血パンクに認定さ

れた骨髄移植実施施設であり、九州でトップクラスの

症例数の多い骨髄移植センターです。

白血病、悪性リンパ腫などの造血器腫傷、再生不良

性貧血、精巣がんなどに積極的に骨髄移植、末梢血幹

細胞移植、胸帯血移植などを行っています。

また、一方では難病とされます関節リウマチ、SLE

などの自己免疫疾患（腰原病）にも取り組み、多数の

患者様を診療しています。

1 塚本敦子

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病
日本内科学会指導医

日本内科学会専門医

日本血液学会指導医

日本血液学会専門医

長倉祥 一

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療、

後天性免疫不全症（AIDS)

武本重毅

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療
日本内科学会認定医

策達智

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療

日本内科学会認定医

ためか、研修医時には一人だけ大学から出られずそ

のまま大学生活を送ったため、今回が初めての大学

病院以外での仕事となります。手術等自分で行う機

会が増え、また治療の決定に対する自由も大きくな

りやりがいをより強く感じますが、悪性腫虜疾患が

予想外に多い印象で、またひっきりなしにやってく

る救急車を見ては不安を募らせているところでもあ

ります。

何かとご迷惑をお掛けすることかと思いますが、

よろしくお願いします。
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No. 137 

最近のトピックス

早期胃癌に対する
内視鏡的粘膜下層剥離術
～Endoscopic submucosal dissection:ESD～ 

はじめに

消化器病センター

消化器科

押方慎弥

早期胃癌の内視鏡治療として内視鏡的粘膜切除術

(Endoscopic mucosa! resection : EMR）が施行さ

れるようになって20年以上が経過しますが、その間

EMR手技の改良 ・進歩に伴い適応も徐々に拡大され

てきています。しかし、今なお早期胃癌における内視

鏡治療の原則は「胃癌治療ガイド ライン」にも示され

ている通り、リンパ節転移の可能性がほとんどなく、

病変が一括切除できる大きさと部位にあることです。

従来のEMRは病変を含んだ周囲粘膜を鋼線のスネア

で結繋し高周波で焼灼切除する方法で、切除できる大

きさに限界があり、切除面の深さも一定しないため、

具体的には 2cm以下の分化型粘膜癌で、潰蕩病変

(Ul）がないことが条件となっていました。しかし、

EMR適応外の症例にも一括切除できれば内視鏡治療

のみで根治の見込める症例が多数あるのも事実です。

ESDの手技と優位性

近年、こうした従来のEMRの欠点を補い、大型の

一括切除を目的とした内視鏡的粘膜下層剥離術（End-

oscopic submucosal dissection : ESD）が開発され、

急速なスピードで普及しています。従来のEMRと異

なり、ESDは病変の周囲粘膜を全周にわたって切開

し、特殊なデバイスを用いて粘膜下層を剥離、最終的

に一括切除する方法で、従来のEMRでは切除不可能

であったサイズ、部位の病変まで切除が可能です。ま

た、 ESDでは比較的一定の深さで粘膜下層を剥離す

るためUl（＋）の病変にも対応可能で、遺残 ・再発

の減少も期待できます。

これに対し、 ESDの欠点としては技術的難易度が

高く修得に時間がかかること、EMRに比べ偶発症が

( 4) 

消化器科（No.1 O) 

多いこと、治療時聞がかかること、多くの処置具や薬

剤が必要で費用がかかること（平成18年 4月から新た

に内視鏡的粘膜下層剥離術の項目が追加されはしまし

たが・0 等が挙げられます。
ESDの適応

先駆的施設の早期胃癌に対するESD適応病変は①

分化型粘膜癌でUl( ）の場合は大きさ無制限、②

分化型粘膜癌でUl（十）の場合は 3cm以下、となっ

ており、 当科でもこの基準を適応としています。また、

③分化型微小粘膜下層浸潤癌でUl（一）の場合は 3

cm以下、④未分化型粘膜癌でUl( ）の場合は 2cm 

以下、の病変も適応としている施設もあり、この適応

基準は2000年に国立がんセンタ ーの5,000例を超える

早期胃癌手術例の分析から、上記の病変であればリン

バ節転移がなかったとの報告が根拠となっています。

おわりに

今後更なる適応拡大が予想されるESDですが、実

際適応を決めるための病変の側方進展や深達度に対す

る術前診断の精度はよくても80～90%で、 ESD導入に

当たっては術前診断の精度の向上と症例ごとの適応判

断が重要になると考えます。

図 1. 79歳女性、胃体部I+ Il c、マーキング後

図2.ESD後
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国立病院機構熊本医療センタ一眼科での現在の研究

テーマ、及び今後検討予定のテーマについてご紹介し

ます。現在眼科では東京医療センターを中心とする多

施設研究を 2つのテーマについて行っています。 一つ

は白内障について、もう一つはドライアイについてです。

白内障についての研究は「加齢白内障における進行

度・視機能の程度が患者のQOLや健康状態に与える

影響、及び手術治療が及ぼす効果」に関する研究です。

具体的には手術予定が無く白内障で通院中の患者様を

対象として半年に一度のアンケー卜を行います。参加

17施設の結果を集計 し白内障の程度・進行度が実際の

社会生活に与える影響を検討するものです。

もう一つのテーマは 「中等度以上のドライアイ症候

群における、治療法の選択と治療の時期に関するエビ

デンス作成」のための研究です。ドライアイの治療と

して最近はヒアルロン酸、人工涙液、ステロイド点眼

など種々の点眼薬が用いられるようになっています。

この研究では治療効果の判定に自覚症状の変化を取り

入れてドライアイの治療法を検討します。こちらもド

ライアイの患者様へ半年に一度のアンケートを 3年間

行い点眼剤などの治療法と自覚症状の変化の関連を調

査するものです。ドライアイに関しては新薬の治験に

も参加しています。

また、当院では血液内科において骨髄移植が積極的

に行われています。骨髄移植後の GV HD  (graft 

versus host disease）に伴う重症 ドライアイについ

ては発症時期、治療法など不明な点が多いため症例の

蓄積により臨床症状の経時変化や治療法について検討

を行う予定です。

さらに、以前より検討中の糖尿病網膜症に対しての

早期硝子体手術に関する検討も継続して研究を行って

います。

写真 ：ドライアイで傷ついた角膜（右はローズベンガル、左はフルオレセイン染色）

圃l原稿：を募集致します圃
登録医の先生の投稿を歓迎致します。 400～800字程度を基準にお願い致します。

送付先 干 860-0008熊本市二の丸 1-5
国立病院機構熊本医療センター 『くまびょう NEWS』編集室まで

( 5) 
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• o・w •匝圃E・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
当院は開放型病院として日頃から多くの患者様を御

紹介を頂いております。紹介を受けた患者様は、これ

までも優先的に診療を行って参りましたが、紹介患者

様が重なると待ち時間が長くなることもあります。 こ

のたび待ち時聞を短縮するために、FA Xにて御予約

頂いた患者様につきまして、受診時間の予約を行い、

速やかに御紹介医にFA Xにて返信するシステムを 8

月1日より開始します。

－ － • 
FA X紹介状に御希望の受診予定日を記入してお送

り下されば、10～20分で希望日の時間予約を取りまし

てFA Xにてご返信いたします。予約の時間に来院し

て頂ければ、長く待つことなく診察をうけることが出

来ます。紹介状のみの患者様につきましでも、今後も

優先診療を行いますが、是非、FA X紹介での受診日

の指定と、時間予約制度をご利用くださいますようお

願いします。 （外来委員長清川哲志）

F A×紹介患者の予約方法について

1 開始時期 平成18年 8月1日（火）

2 予約方法

ご紹介医

・紹介予約FA×の送信

( 8 : 30～17 : 00) －時間予約完了報告FA×（医事）

医事予約センター（FA×） 323-7601 

問い合わせ先 国立病院機構熊本医療センター（代） 353-6501 内線： 248

巨ヨ工r..~丙陪主格~＊蕃貧民オE二 臣三芳襲 -e ンターータ昆
言会努事要1育幸良主星f共書事芽幸正系召デトヰ犬
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．． ． 研修のご案内 圃． 
会 60回三木会（無料）
（糖尿病、高脂血症、高血圧を語る会）

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］

日時砂平成18年8月17日（木）19 : 00～20: 45 

場所砂目立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

1 副腎腺腫摘出後に治療したCushing症候群に伴う糖尿病、高血圧症の l例

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センター内分泌・代謝内科

山村明子、市原ゆかり、児玉章子、高橋毅、小堀 祥三、 東輝一朗

2.糖尿病合併慢性心不全患者へのβ遮断薬導入後の血糖コントロールは大丈夫か？

国立病院機構熊本医療センタ 一心臓血管センター循環器科

宮尾雄治、福嶋隆一郎、田中朋子、村上和憲、藤本和輝

3 DPC導入による糖尿病教育入院クリテイカルパスの見直しとその医療経済への影響

国立病院機構熊本医療センター総合医療センター内分泌 ・代謝内科

小堀祥三、市原ゆかり、児玉章子、高橋毅、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございま したら、お持ちいただきますようお願し、致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター総合医療センター内分泌・代謝内科小堀祥三・東輝一朗 TEL096-353-6501 （代表）内線796

！第叩月曜会（酬）
（内科症例検討会）

［日本医師会生涯教育講座3単位認定］

日時砂平成18年8月21日（月）19 : 00～20 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

1 胸部X線写真供覧 国立病院機構熊本医療センター総合医療センター呼吸器内科医長 森松嘉孝

2 持ち込み症例の検討

3 症例呈示「腎機能悪化に伴ったジキタリス中毒の症例」

国立病院機構熊本医療センター総合医療センター腎センタ 一 宮中 敬

4 ミニレクチャー「内視鏡的粘膜下層剥離術について」

国立病院機構熊本医療センター消化器病センタ ー 押方慎弥

日頃、疑問の症例、興味のある症例、X線写真、心電図等がございましたら、ご持参下さいますようお願い致し

ます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一副院長河野文夫 TEL: 096 353-6501 （代表） FAX : 096-325-2519 

同；；白お急手j引役一一川 日時砂平成18年8月23日（水）18 : 30～20 : 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

症例検討 「精神科救急疾患」 国立病院機構熊本医療センター総合医療センター精神科医長 渡遺健次郎

医師、薬剤師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、栄養士、 救急救命士、救急隊員、事務部門等全ての医療従

事者を対象とした症例検討会です。医師以外の方にも理解できるよう配慮した内容にしています。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096・353-6501（代表）内線263096-353-3515 （直通）

・． 研修日程変更のお知らせ ～

9月30日開催予定の第104回看護卒後研修 「院内感染防止」 は 9月 2日（土） 13 : 30～16 : 30に変更に

なりましたのでお知らせ致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター 看護部「看護卒後研修」受付係 TEL 096 353 650 I （代表）内線213

ミゑ ホ：－｛；，.べーツを羽田下さい。診療、鵬νfiff,ttiと晴報満載ですo '--~ 
国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http: //www.hosp.go.jp／～knh／等
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8月 研修ホール ~』:,; 議 室 そ の 他

1日 ω 18 00～19 30 血液病懇話会（図） 8 00 救急部カンファレンス C 
15～18 外科術前術後症例検討会 C 

2日 （7)<) 16・00～18 08 皮商科組織検討会（図） 17 00 消化器疾患カンファレンス C 
7・50 5童形外科症例検討会 C 

3自 体） 17～19 循環器力ンファレンス C 
18～19 代謝内科カンファレ Yス M 
8 00 消化器病研究会 C 

4日 程討 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

9: 00～18: 10 第21回 ナースのための人工呼吸セミナー 〈会費制〉
〈講演＞1.呼吸生理と血渡ガス

名古屋市立大学大学院医学研究科危機管理医学教授 勝屋弘忠
2.呼吸管理と看護のポイント

5日 出
国立病院機構熊本医療センター ICU室長 瀧賢一郎

3.慢性呼吸不全に対する非侵襲的人工呼吸と管理
国立病院機構熊本医療センター呼吸器内科医長 森松嘉孝

4.各種病態における呼吸不全の治療
山口大学大学院医学系研究科救急・生体侵襲制御医学講師 鶴田良介

〈実習〉人工呼吸器の取り扱い実習

6日 （日）
9: 00～12: 30 第67回 ナースのための救急滋生法講座 〈会費制〉

講師国立病院機構熊本医療センター麻酔科部長江崎公明ほか
8 00 MGH症例検討会 C 

7日 伺） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス )'Jlj 6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

18 00～19: 30 血液病懇話会（図） 8. 00 救急部カンファレンス C 
8日 凶 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

19～21 泌・放射線科合同ウログラム C 

9日 （水）
13 . 00～17 : 00 国立病院機構本部九州ブロッククリテイカルバス実践研修会〔1日目〕 17・00 消化器疾患カンファレンス C 
18 0 D～19 : 30 第43回 国立病院機構熊本医療センタークリティカノレパス研究会（公開）
9. 00～14 30 国立病院機構本部九州、｜ブロ yククリティカノレパス実践研修会〔2日目〕 7: 50 5査形外科症例検討会 C 

10自 体） 17～19 循環器カンファレンス C 
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 00 消化器病研究会 C 

11日 （創 8・00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 
8 00 MGH症例検討会 C 

14日 伺） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 耳lj6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

15目 別
18 00～19: 30 血液病懇話会（図） 8. 00 救急部カンファレンス C 

15～18 外科術前術後症例検討会 C 
16臼 （水） 16 00～18: 00 皮膚科組織検討会（図） 17 : 00 消化器疾患カンファレンス C 

19: 00～20: 45 第60回ニ木会 7・50 整形外科症例検討会 C 

17自体）
（槍尿病、高脂血症、高血圧を語る会） 17～19 循環器カンファレンス C 
［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ 18～19 代謝内科カンファレンス M 
［擁尿病療養指導士銀定更新0.5単位箆定］

8・00 消化器病研究会 C 
18日 （金） 8. 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファレンス C 
19: 00～20・30 第91回 月曜会 （内科症例検討会） 8: 00 MGH症例検討会 C 

21日 （月） ［日本医師会生涯教育講座3単位認定］ 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 日IJ6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

22日 凶
18 30～20 30 血液研究班月例会 18 00～19: 30 血液病懇話会（図） 8・00 救急部カンファレンス C 

19 00～21: 00 小児科火曜会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

23日 （7)<)
18: 30～20: 00 第78回 救急症例検討会 16 00～18: 00 皮膚科組織検討会（図） 17 ・ 00 消化器疾患力ンファレンス C 

「精神科救急疾患」

7 50 整形外科症例検討会 C 
24日 休） 17～19 循環器カンファレンス C 

18～19 代謝内科カンファレンス M 
8: 00 消化器病研究会 C 

25日 制 8: 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

26日 （土）
14 : 00～16 : 00 第191回滅菌消毒法講座 〈会員制｝

「滅菌業務の最新情報 ｜東京医療保健大学医療情報学科感染制御学教授大久保 憲
8: 00 MGH症例検討会 C 

28日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス j'JIJ 6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

29日ω 18. 00～19: 30 血液病懇話会（図） 8: 00 救急部カンファレンス C 
15～18 外科術前術後症例検討会 C 

19. 30～21 . 30 臨床口腔外科講演会 16 00～18: 00 皮膚科組織検討会（図） 17: 00 消化器疾患カンファレンス C 
座長菊池郡市歯科医師会長 中山精文

30自 体）
「舌疾患の鑑別診断」
福岡歯科大学全身管理 ・医歯学部門
口腔・顎顔面外科学講座口腔外科学分野教綬

池溢哲郎
7・50 整形外科症例検討会 C 

31自 体） 17～19 循環器カンファレンス C 
18～19 代謝内科カンファレンス M 

（図）図書室 C病院本館2階カンフ ァレンス 手 手術室控室 臨 臨床研究部会議室 別6別6病棟 外来 小児科外来 M ミーテインクルーム

問い合わせ先 干860-0008 熊本市二の丸1番 5号 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

TEL 096-353-6501 （代）内線263 096-353-3515 （直通〕
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